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国　税／ 給与所得者の扶養控除等申告書の提出 
 本年最初の給与支払日の前日

国　税／ 報酬、料金、地代、家賃等の支払調書の提出
 2月2日

国　税／ 源泉徴収票の交付、提出 2月2日
国　税／ 12月分源泉所得税の納付 1月13日

（納期の特例を受けている事業所の7～12月
分は1月20日）

国　税／ 11月決算法人の確定申告 
（法人税・消費税等） 2月2日

国　税／ 5月決算法人の中間申告 2月2日
国　税／ 2月、5月、8月決算法人の消費税の中間申告

（年3回の場合） 2月2日
地方税／ 固定資産税の償却資産に関する申告 2月2日
地方税／ 給与支払報告書の提出 2月2日
労　務／ 労働保険料の納付（第3期分） 2月2日

 （労働保険事務組合委託の場合2月16日まで）

　昨年、日本の３人の研究者がノーベル物理学
賞を受賞し話題になりましたが、その賞金につ
いては、「ノーベル基金からノーベル賞として
交付される金品」は非課税とする税法の規定
があります。ただし、６つあるノーベル賞のう
ち、経済学賞だけはスウェーデン中央銀行の基
金からの交付のため、この規定の対象外です。

ワンポイントノーベル賞と税金

1 月 の 税 務 と 労 務1月 （睦月）JANUARY

1日・元日　12日・成人の日

日 月 火 水 木 金 土
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1月号 ─ 2

　

儲
か
る
会
社
は
ど
こ
が
違
う
の
で

し
ょ
う
か
？
儲
か
る
会
社
に
す
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
？

　

儲
け
る
方
法
は
究
極
的
に
は
二
つ

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

原
価
や
経
費
を
節
減
す
る
か
、
付
加

価
値
を
高
め
て
よ
り
高
く
売
る
か
、

に
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　
「
儲
け
」
と
は
、簡
単
に
言
え
ば
、

売
上
か
ら
経
費
を
差
し
引
い
た
残
り

で
す
。
儲
か
っ
て
い
る
会
社
と
は
、

単
純
に
言
う
と
、
経
費
以
上
の
売
上

が
あ
る
会
社
の
こ
と
で
す
が
、
利
益

を
拡
大
し
て
い
る
会
社
の
多
く
は
、

売
上
高
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
経
費

の
う
ち
、
人
件
費
と
地
代
家
賃
は
売

上
が
伸
び
た
か
ら
と
い
っ
て
、
売
上

に
比
例
し
て
そ
れ
ほ
ど
増
加
し
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
原
価
は
、
売
上
が
伸
び
れ

ば
、
大
量
に
仕
入
れ
て
仕
入
単
価
が

安
く
な
る
、廃
棄
が
少
な
く
な
る
等
々

に
よ
っ
て
、原
価
率
が
下
が
り
ま
す
。

売
上
高
が
減
少
す
れ
ば
、
人
件
費
や

地
代
家
賃
の
売
上
に
対
す
る
比
率
は

上
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
営
数

値
自
体
は
無
味
乾
燥
な
も
の
で
す
が
、

そ
の
数
値
に
は
、
仕
入
品
の
選
定
、

商
品
開
発
、
店
舗
の
立
地
、
価
格
設

定
、
広
告
宣
伝
等
の
様
々
な
工
夫
が

凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
大
き
な
原
価
、
経
費
の

上
位
三
つ
（
三
大
経
費
）
を
し
っ
か

り
管
理
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。

⑴
　
三
大
経
費
を

　
し
っ
か
り
管
理
す
る

　

細
か
い
経
費
を
節
減
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
一
旦
後
回
し
に
し
、

ま
ず
は
大
き
な
経
費
の
管
理
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。

　

ど
の
よ
う
な
業
種
で
も
共
通
し
ま

す
が
、
ま
ず
重
点
的
に
管
理
す
べ
き

経
費
は
、
金
額
が
大
き
い
上
位
三
位

ま
で
の
経
費
で
す
。
三
大
経
費
は
売

上
総
利
益
の
七
五
％
程
度
が
損
益
分

岐
点
と
言
わ
れ
て
お
り
、
七
五
％
を

下
回
れ
ば
、
利
益
計
上
が
可
能
と
な

っ
て
き
ま
す
。

　

三
大
経
費
は
、
飲
食
業
・
小
売
業

で
あ
れ
ば
「
材
料
費
・
人
件
費
・
地

代
家
賃
」
で
あ
り
、建
設
業
で
は
「
材

料
費
・
外
注
費
・
人
件
費
」、
Ｉ
Ｔ

産
業
で
あ
れ
ば
「
外
注
費
・
人
件
費
・

地
代
家
賃
」
と
な
り
ま
す
。
最
初
か

ら
細
か
い
経
費
に
注
目
す
る
の
で
は

な
く
、
大
き
い
三
つ
ぐ
ら
い
の
経
費

の
削
減
に
ま
ず
手
を
つ
け
る
べ
き
で

し
ょ
う
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
交
換
し
た
り
、
使

っ
て
い
な
い
部
屋
の
電
気
や
エ
ア
コ

ン
等
を
こ
ま
め
に
消
し
た
り
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
が
、
販
売
管
理
費
の

う
ち
に
占
め
る
電
気
代
等
の
経
費
の

割
合
は
小
さ
い
も
の
で
す
の
で
、
ま

ず
は
売
上
に
対
す
る
構
成
比
の
上
位

三
位
ぐ
ら
い
の
経
費
を
し
っ
か
り
管

理
す
る
こ
と
に
集
中
す
る
こ
と
が
大

切
で
し
ょ
う
。

⑵
　
原
価
率
の
見
直
し

　

原
価
率
を
見
直
し
て
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
図
る
に
は
、
次
の
よ
う
な
事
項

を
調
査
し
、
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。

①　

売
上
の
予
想
を
誤
っ
た
過
剰
仕

入
れ
に
よ
り
、
廃
棄
ロ
ス
・
値
引

き
ロ
ス
が
発
生
し
て
い
な
い
か
。

発
生
し
て
い
る
場
合
、
ロ
ス
率
を

把
握
し
て
い
る
か
。

②　

商
品
の
横
流
し
等
の
不
正
は
な

い
か
。

③　

同
業
他
社
と
比
べ
て
原
価
率
が

適
正
か
。
商
品
ご
と
の
原
価
率
を

把
握
し
て
い
る
か
。

④　

仕
入
調
達
先
の
相
見
積
も
り
を

取
っ
て
い
る
か
（
安
く
手
に
入
る

方
法
の
模
索
を
し
て
い
る
か
）。

⑤　

売
価
が
適
正
か
。

⑶
　
人
件
費
の
適
正
化

　

人
件
費
が
適
正
か
ど
う
か
判
断
す

る
に
は
、
労
働
生
産
性
（
従
業
員
一

人
当
た
り
ど
れ
だ
け
の
付
加
価
値
を

生
み
出
し
て
い
る
か
を
表
す
指
標
）

の
調
査
が
必
要
で
す
。
売
上
総
利
益

を
社
員
数
で
割
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

労
働
生
産
性
が
高
い
会
社
で
は
、

少
な
い
従
業
員
で
大
き
な
付
加
価
値

を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
業
種
や
業
態
、

社
員
の
年
齢
構
成
、
役
員
報
酬
、
男

女
比
と
の
か
ね
あ
い
も
考
慮
し
て
判

断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
自
社

〜
三
大
経
費
を
し
っ
か
り
管
理
し
て
儲
か
る
会
社
に
〜

材
料
費

人
件
費

地
代
家
賃

材
料
費

外
注
費

人
件
費

外
注
費

人
件
費

地
代
家
賃



3 ─ 1月号

の
客
観
的
水
準
は
一
人
当
た
り
い
く

ら
の
売
上
総
利
益
が
あ
る
の
か
を
常

に
知
っ
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
お
客
様
や
仕
事
の
多
い
時

に
人
を
多
く
配
置
し
、
少
な
い
時
は

必
要
最
低
限
の
人
数
の
み
と
す
る
人

事
配
置
に
よ
り
、
人
件
費
を
変
動
費

化
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
過
去
の
デ
ー
タ
を
取
り
、
分

析
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　

ま
ず
、
月
ご
と
の
売
上
推
移
・
曜

日
ご
と
の
売
上
推
移
・
天
候
に
よ
る

売
上
変
動
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
売
上
変

動
を
つ
か
み
、
そ
れ
に
応
じ
て
ア
ル

バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
を
適
正
に
配
置
し

ま
す
。
そ
ん
な
都
合
の
い
い
ア
ル
バ

イ
ト
や
パ
ー
ト
は
い
な
い
と
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
低
い
時
給
で
長

時
間
勤
務
す
る
よ
り
も
、
必
要
な
時

だ
け
短
時
間
勤
務
で
時
給
を
高
く
し

た
方
が
、
よ
り
多
く
の
人
が
集
ま
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、

経
理
や
総
務
、
業
務
等
で
季
節
変
動

の
あ
る
場
合
、
少
し
高
額
で
あ
っ
て

も
人
材
派
遣
の
活
用
を
検
討
す
る
な

ど
、
ム
ダ
な
人
件
費
を
な
く
す
努
力

が
必
要
で
す
。

　

労
働
生
産
性
が
低
く
目
標
の
営
業

利
益
が
確
保
で
き
て
い
な
い
場
合
は
、

人
員
は
そ
の
ま
ま
で
人
件
費
水
準
を

調
整
す
る
、
人
員
削
減
又
は
非
正
規

雇
用
に
よ
り
人
件
費
の
絶
対
額
を
調

整
す
る
、
人
件
費
以
外
の
販
売
管
理

費
を
合
理
化
す
る
等
に
よ
り
、
営
業

利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
同
業
他
社
に
比
し
て
賃
金
・

福
利
厚
生
費
の
水
準
が
低
く
な
り
す

ぎ
る
と
、
従
業
員
の
モ
ラ
ル
や
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
を
招
き
か
ね
ま

せ
ん
の
で
、
慎
重
に
判
断
す
べ
き
で

し
ょ
う
。

⑷
　
地
代
家
賃
等

　

一
ヶ
月
の
家
賃
は
三
日
分
の
売
上

が
適
正
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
売
上

の
約
一
〇
％
が
適
正
家
賃
と
な
り
ま

す
。
ま
た
最
近
は
、
広
告
宣
伝
費
も

大
き
い
経
費
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

概
ね
売
上
の
二
％
以
内
が
広
告
宣
伝

費
の
限
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

広
告
宣
伝
に
い
く
ら
の
費
用
を
か
け

る
の
か
は
、
ま
ず
同
業
他
社
の
実
態

を
調
査
す
る
な
ど
し
て
慎
重
に
判
断

し
ま
し
ょ
う
。

⑸
　
飲
食
店
の
場
合

　

飲
食
店
の
三
大
経
費
は「
材
料
費
、

人
件
費
、地
代
家
賃
」と
な
り
ま
す
。

こ
の
三
大
経
費
の
う
ち
、
材
料
費
と

人
件
費
は
、
経
営
者
の
手
腕
に
よ
っ

て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
経
費
と
言

え
ま
す
。
こ
の
計
数
管
理
が
し
っ
か

り
出
来
る
か
ど
う
か
で
利
益
の
計
上

に
大
き
な
差
が
出
て
く
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

材
料
費
と
人
件
費
は
売
上
に
対
し

て
三
割
（
合
計
す
る
と
六
割
）、
地

代
家
賃
は
売
上
に
対
し
て
一
割
（
売

上
の
三
日
分
が
適
正
）
が
繁
盛
店
の

目
安
と
な
り
ま
す
。
材
料
費
と
人
件

費
は
、
高
す
ぎ
る
と
利
益
を
生
み
出

す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
低
す
ぎ
る

と
、
価
格
に
対
し
て
品
質
や
サ
ー
ビ

ス
が
低
す
ぎ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
経
営
に
は
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

⑹
　
管
理
表

　

こ
れ
ら
を
参
考
に
、
ぜ
ひ
自
社
を

分
析
し
て
、経
費
の
見
直
し
、削
減
、

管
理
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
経
常

利
益
・
一
人
当
た
り
売
上
総
利
益
・

三
大
経
費
の
推
移
一
覧
表
を
作
成
す

れ
ば
、
会
社
の
問
題
点
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

〈原価・人件費・家賃管理表の例〉

年　　度 2014
年度

2015
年度

2016
年度

2017
年度

2018
年度

経常利益
一人当たり売上総利益
原価率（%）
人件費÷売上（%）
地代家賃÷売上（%）
原価＋人件費＋地代家賃の売上比（%）
社会状況 消費税8%



1月号 ─ 4

　「プライムレート」とは、金融機関が最
も信用度の高い優良企業（業績が良い、財
務状況が良いなど、融資する上で問題がな
い一流企業）に資金を貸し出す際に適用す
る「最優遇貸出金利（一番優遇された金利）」
のことをいいます。
　貸出期間が１年未満のものは「短期プラ
イムレート」、１年以上のものは「長期プラ
イムレート」と呼ばれ、各企業への貸出金
利（融資金利）は、このプライムレートをも
とに、信用リスク等の大きさに応じて、上
乗せ金利を付け加えて決定されています。
　かつてレート水準は、長期信用銀行の発
行する「５年もの利付金融債」の発行利率
に一定の利率を上乗せして決定されていま
したが、金利の自由化等により、現在では
金融機関が発行する「５年もの普通社債」
の発行利率や市場で取引されるスワップレ
ートなど、マーケットにおける資金調達レ

ートを参考に、一定の利率を上乗せする方
式で決定されています。
　短期プライムレートは、金利自由化以前
は、各銀行が公定歩合に連動した金利をも
とに決定していましたが、現在は、利付方
式で発行される譲渡可能な定期預金証書で
ある譲渡性預金や金融機関同士の短期資金
の貸借で利用されるコールなどの市中金利
に連動して決定されるようになり、「新短
期プライムレート」と呼ばれることもあり
ます。
　現在、長期プライムレートを発表してい
るのは、みずほ銀行、新生銀行、あおぞら
銀行、商工組合中央金庫など一部の金融機
関のみであり、新規貸出の取扱いを停止し
ている銀行もあります。
　また、企業向けの長期貸出に本レートが
採用されるケースはほとんどなく、短期プ
ライムレートを基準に一定の利率を上乗せ
した「新長期プライムレート」などが用い
られています。

　年間来館者数世界一、世界最大級の美術
館であるフランスのルーヴル美術館所蔵の
数々の名画を、もうすぐ日本でも見ること
ができます。
　ルーヴル美術館展は、東京では国立新美
術館で２月21日〜６月１日、京都では京
都市美術館で６月16日〜９月27日まで
開催されます。今回出展されるのは、16
世紀から18世紀半ばにおける人々の日常
を描いた“風俗画”約80点で、日本でも人
気の高いフェルメールの傑作「天文学者」
が初来日を果たします。
　風俗画は、その時代の人々の暮らしぶり
を知ることができ、一般にも馴染みやすい
テーマです。フェルメールの作品は世界で
約30点しか確認されていない貴重なもの
で、このほか、ルーベンス、ドラクロワ、
ミレーなど巨匠たちの名画が一堂に会しま
す。この機会に鑑賞してみてはいかがでし
ょうか。

　「
経
費
削
減
の
た
め
に
は
、
ど
の
セ

ク
シ
ョ
ン
が
屋
上
架
屋
に
な
っ
て
い
る

か
を
洗
い
出
す
必
要
が
あ
る
！
」
と

は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
し
ょ
う
か
？

　「
屋
上
」は
屋
根
の
上
の
こ
と
、「
架

屋
」は
屋
根
を
架
け
る
こ
と
を
い
い
、

「
屋
上
架
屋
」
と
は
「
屋
根
の
上
に

屋
根
を
架
け
る
」
の
意
か
ら
、
重
複

し
て
無
駄
な
こ
と
を
す
る
こ
と
の
た

と
え
、
蛇
足
の
意
味
と
し
て
使
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
二
番
煎
じ
の
独
創
性

に
乏
し
い
も
の
に
つ
い
て
も
用
い
ら

れ
ま
す
。

　
省
け
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
気
に
な

っ
て
探
し
て
み
れ
ば
た
く
さ
ん
見
つ

か
る
は
ず
で
す
。
企
業
内
か
ら
「
ム

ダ
」
を
な
く
し
た
だ
け
で
も
利
益
率

を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
広
告
宣
伝
に
も

費
用
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

売
上
高
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

長期・短期プライムレート

ルーヴル美術館展
屋
上
架
屋
（
お
く
じ
ょ
う
か
お
く
）


